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別紙 ３  移 動 式 変 形 バリヤの特 性  

1. 移 動 式 変 形バ リ ヤの 特 性  

1.1.  移 動式変形 バリヤ に はバ リ ヤ フ ェ イ スと 台 車の 両 方を 含 む。  

1.2.  総 質 量 は 950±20kgと する 。  

1.3.  重心 の 位置 は 、垂直中央縦断面上 で 、前軸後方 1,000±30m m、 地 上 500±30mmと する 。  

1.4.  バ リ ヤ フェイスの 前 面と 移 動 式 変 形バリヤの重 心 の間 の 距離 は 2,0 0 0±30mm と する 。  

1.5.  バ リ ヤフェイス の 地 上 からの高 さは 、 衝突前 に 下部前面プレートの 下端 か ら 静止条件で測 定 し

た場 合 に 300±5mmと す る 。  

1.6.  台車 の 前部 および 後 部の 両 輪 間の 幅 は 1,500±10mmと す る 。  

1.7.  台車 の 軸距 は 3,0 0 0±10mmと す る。  

2. バ リ ヤ フェイスの特 性  

バ リヤフェイス は 、 ６つ の 独 立し た ハニカム状 のアルミニウム 製 ブロックでできており 、 こ のブ

ロック は 変 位が 増 加 すると共 に荷 重 レベル が 漸進的 に 増 加 する ように加 工 したものとする（ 2.1.参

照） 。 アルミニウム製の ハニカムブロックには 前 部お よ び後 部 にアルミニウムプレートを付 け る。  

2.1.  ハ ニカムブロック  
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2.1.1.  幾 何 学 的特性  

2.1.1.1. バ リ ヤフェイス は 、 ６つ の ゾ ーン を 結 合 して 構 成 したものとする。 ゾ ー ン の形 状 および 配

置 は 図 １ および 図 ２ に 示 す 。 各 ゾ ー ン は 、 図１ お よ び 図 ２ に 示 す と お り 500±５ mm×250±３ m mと定

める 。 500 m mは アルミニウム 製 ハニカム構造 の Ｗ方 向 とし 、 250 m mは Ｌ 方向 とする（図 ３ 参照 ） 。  

2.1.1.2. バ リ ヤ フ ェ イ ス は 、 ２ つ の 列 に 分 け る 。 下 の 列 は 、 事 前 圧 搾 （ 2.1.2. 参 照 ） の 後 で 高 さ

250±３ m m、 奥 行き 500±２ mmとし 、 上 の列 よりも 60±２ m m奥 行 きが 大 きいものとする 。  

2.1.1.3. ブ ロ ッ ク は 、 図 １ に 定 め た ６ つ の ゾ ー ンの 中 心 に 配 置 し な け れ ば な ら ず 、 各 ブ ロ ッ ク は

（不 完 全な セ ルを 含 む） 各 ゾーンについて定められた 領 域を 完 全に カバー すること。  

2.1.2.  事 前圧搾  

2.1.2.1. 前 部の シート を 取り 付 け るハニカム の 表面 に 対し 事前圧搾を実 施するものとする 。  

2.1.2.2. 第 １ 、 第 ２ お よ び 第 ３ ブ ロ ッ ク は 試 験 実 施 前 に 上 面 を 10±２ mm圧 搾 し 、 奥 行 き を 5 0 0±２

mmに す る（ 図 ２） 。  

2.1.2.3. 第 ４ 、 第 ５ お よ び 第 ６ ブ ロ ッ ク は 試 験 実 施 前 に 上 面 を 10±２ mm圧 搾 し 、 奥 行 き を 4 4 0±２

mmに す る。  

2.1.3.  材 料特性  
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2.1.3.1. 各セ ル の寸 法 は、 各 ブロックに つ き 19mm±10％ と する（図 ４ 参照 ） 。  

2.1.3.2. セル は 、上 の 列で は 3003ア ル ミ ニ ウ ム製 としなければならない。  

2.1.3.3. セル は 、下 の 列で は 5052ア ル ミ ニ ウ ム製 としなければならない。  

2.1.3.4. ア ル ミ ニ ウ ム製 ハ ニ カ ム ブ ロ ッ クは 、 （ 2.1.4.に 定め た 手 順に 従 っ て） 静 的に 圧 搾 したと

き の荷 重 － 変位曲線が本 別 添 の付 録 １ で６ つ の ブロックそれぞれにつき定 めた コリドー の 範 囲に 収

まるように加工 す る 。加 え て 、バ リ ヤ を構 成 するために使用 す る ハニカムブロックに用 いられる 加

工 済み ハニカム 材 は 、洗 浄 することによってハニカム原材料 の 加工中 に 発 生し た 残留物 をすべて 除

去す る 。  

2.1.3.5. 各 バ ッ チの ブロックの質 量 は 、当 該 バ ッ チの 平 均 ブロック質量 と 比 べ て ５ ％を 超 え る差 が

あってはならない 。  

2.1.4.  静 的試験  

2.1.4.1. 加 工済 み の ハニカムコア の 各 バッチよ り 抽出 し た サンプルに対 し 、 4.に 記 述し た 静的試験

手順 に 従っ て 試験 を 実施 するものとする 。  

2.1.4.2. 試 験を 実 施 した 各 ブロックの 荷重 － 圧 縮 は、 付 録 １に 定 め た荷 重 － 変 位 コリドーの 中に 収

まるものとする。 バリヤ の 各ブ ロ ッ クに つ き静止状態 の 荷重 － 変位 コリドーが 定 められる。  
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2.1.5.  動 的試験  

2.1.5.1. 5.に 記 述し た 手順 に 従っ て 衝突 し た 場合 の 動的変形特性とする。  

2.1.5.2. 付 録２ に 定 めた バ リ ヤ フ ェ イ スの 剛 性 の 特性 を 示 した 荷 重 －変 位 コ リ ド ー の限 界 からの 逸

脱は 、 以下 の 場合 に 許容 することができる。  

2.1.5.2.1.  衝突 の 開始後、バ リ ヤ フ ェ イ スの 変 形が 150mmに相 当 する 前 に逸 脱 が生 じていること 。  

2.1.5.2.2.  コ リ ド ーの 直 近の 規定瞬時限界値 か ら 50％ を超 え て逸 脱 していないこと 。  

2.1.5.2.3.  個 々 の逸 脱 に 対応 す る 変位 が 35mmを 超 え ず 、こ れ ら の変 位 の 合計 が 70 m mを 超 え な い こ と

（付 録 ２参 照 ）。  

2.1.5.2.4.  コ リドー の 外 側へ の 逸 脱に よ り 生じ る エネルギーの 合計 が 当 該ブ ロ ッ クの 総 エネルギー

の５ ％ を超 えないこと。  

2.1.5.3. 第 １ブ ロ ッ クと 第 ３ ブロックは同 じ で あ る。 ブロック の 剛 性は 、 図 2aの コ リ ド ー間 に荷 重

－変位曲線 が 収まること 。  

2.1.5.4. 第 ５ブ ロ ッ クと 第 ６ ブロックは同 じ で あ る。 ブロック の 剛 性は 、 図 2dの コ リ ド ー間 に荷 重

－変位曲線 が 収まること 。  

2.1.5.5. 第２ ブ ロ ックの剛 性 は、 図 2 bの コリドー 間 に荷 重 －変位曲線 が 収まること 。  
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2.1.5.6. 第４ ブ ロ ックの剛 性 は、 図 2 cの コリドー 間 に荷 重 －変位曲線 が 収まること 。  

2.1.5.7. バ リ ヤフェイス の 全体的 な 荷 重－ 変 位 は 、図 2eの コ リ ド ー間に 荷 重 － 変位曲線 が 収 まるこ

と。  

2.1.5.8. 荷 重 － 変 位 曲 線 は 、 バ リ ヤを ダ イ ナ モ メ ー タ ー の バ リ ヤ に 35±0.5km / hで 衝 突 さ せ る 5 .記

載の 試 験によって 確 認す る も の と す る。  

2.1.5.9. 試 験 中 に 第 １ お よ び 第 ３ ブ ロ ッ ク に 生 ず る エ ネ ル ギ ー (注 )は 、 そ れ ぞ れ の ブ ロ ッ ク で 9.5

±２ k Jで あ る こ と 。  

（ 注） 記 載 した エ ネ ル ギ ー 量 は、 バ リ ヤ フ ェ イ スの 衝 突 の程 度 が 最大 で あ る場 合 に 、シ ス テ ムが 発

散す る エネルギー 量 である。  

2.1.5.10.  試 験中 に 第 ５ および 第 ６ ブロック に 生 ず るエ ネ ル ギ ー は、 それぞれの ブ ロ ッ クで 3.5±１

kJで あ る こ と 。  

2.1.5.11.  第 ４ ブ ロ ックに 生 ずる エ ネ ル ギ ーは、 4±１ kJで あ る こ と。  

2.1.5.12.  第 ２ ブ ロ ックに 生 ずる エ ネ ル ギ ーは、 15±２ k Jで あ る こ と 。  

2.1.5.13.  衝 突 の間 に 生ず る 総エネルギー は 、 45±３ kJで あること 。  

2.1.5.14.  最 初 の 接 触 点 か ら の バ リ ヤ フ ェ イ ス の 最 大 変 形 は 、 5.6 . 3 .に よ る 加 速 度 計 の 積 分 に よ る
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計算 で 、 330±20mmで あ る こ と。  

2.1.5.15.  動 的 試 験 後 に レ ベ ル Ｂ （ 図 ２ ） で 測 定 し た 最 終 的 な 残 留 静 止 バ リ ヤ フ ェ イ ス 変 形 量 は 、

310±20m mで あ る こ と 。  

2.2.  前部 プ レ ート  

2.2.1.  幾 何 学 的 特 性  

2.2.1.1. 前部 プ レ ートは、 幅 1,5 0 0±１ mm、 高 さ 250±１ mmと する 。 厚さ は 0.5±0.06mmと す る 。  

2.2.1.2. バ リ ヤフェイス は 、 組み 立 て た と き に、 全体的な 寸法 （ 図 ２に お い て 定 義 されている） が

次のとおりになるものとする： 幅 1,500±2.5mm、高 さ 500±2.5mm。  

2.2.1.3.下 の前 部 プレートの 上端 と 上 の前 部 プレート の 下 端は 、 ４ mm以 内 で 並ん でいるものとする。  

2.2.2.  材 料特性  

2.2.2.1. 前 部プ レ ー トは 、 伸 び率 が 12％ 以上 で UTSが 175N/mm 2以 上 の シリーズ AlMg 2～ AlMg 3の アルミ

ニウムで製 造 する 。  

2.3.  後部 プ レ ート  

2.3.1.  幾 何 学 的 特 性  

2.3.1.1. 幾 何 学 的特性は、 図 ５お よ び図 ６ に 従う も の と す る。  
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2.3.2.  材 料特性  

2.3.2.1. 後 部 プ レ ー ト は 、 ３ mmの ア ル ミ ニ ウ ム 板 製 と す る 。 後 部 プ レ ー ト は 、 硬 度 が 50～ 65HBSの

シ リ ー ズ AlMg 2～ AlMg 3の ア ル ミ ニ ウ ム で 製 造 す る も の と す る 。 この プ レ ー ト に は 通 気 のための穴 を

入れ る も の と し、 そ の位 置 、直 径 および 配 列は 図 ５お よ び図 ７ に示 す 。  

2.4.  ハ ニカムブロック の 位置  

2.4.1.  ハ ニ カ ム ブロックは、 後 部 プレートの 穴 あき ゾーン の 中心 に 配置 するものとする（ 図 ５） 。  

2.5.  結合  

2.5.1.  前 部 プ レ ートと 後 部 プレートの い ず れ に お い て も 、最 大 0.5kg/ m 2を 前 部 プレートの 表 面 上に

均 等 に 直 接 加 え 、 最 大 膜 厚 を 0.5mmと す る 。 全 体 に 使 用 す る 接 着 剤 は 、 ２ パ ー ト ポ リ ウ レ タ ン （ チ

バガイギー 製 XB5304硬 化 剤 を使 っ た XB50 9 0 / 1レ ジ ン） またはこれと 同 等のものとする 。  

2.5.2.  後 部 プ レ ー ト の 場 合 、 最 低 結 合 力 は 、 2.5. 3 .に 従 っ て 試 験 し た と き に 0.6M P a（ 87 p s i） に な

るものとする。  

2.5.3.  結 合 力 試 験  

2.5.3.1. 平 面 引 張り 試 験を 用 い、 ASTM C297 -6 1に 従 って 接着剤 の 結合力を測 定 する 。  

2.5.3.2. 供 試 体は 、 縦 横 が 100 m m×10 0 m m、 奥行 き が 15mmの も の を 通 気 された後 部 プレート 材 の サ ン
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プ ルに 結 合 する 。 使 用す る ハニカムブロックは 、バ リ ヤ フ ェ イ ス のハ ニ カ ム ブ ロ ッ クを 代 表 したも

のとする。 すなわち、バ リ ヤ の後 部 プレート近 くの ハニカムブロック と 同一程度に 化学 エッチング

処理 するが 、 事前圧搾はしない 。  

2.6.  追 跡可能性  

2.6.1.  バ リ ヤ フェイスは 、ス タ ン プ 、エッチング またはその他 の恒 久 的 な方 法 で 付け た 連 続の 通 し

番 号を 有 す る も の と し、 そ れ に よ っ て 個々 の ブロックの バッチおよび 製 造 日を 確 定 することができ

るものとする。  

2.7.  バ リ ヤ フェイスの 取 付け  

2.7.1.  台 車 へ の 取 付 け は 、 図 ８ に 従 っ て 行 わ な け れ ば な ら な い 。 取 付 け に は ６ 個 の M８ ボ ル ト を使

用 し、 いかなる 部 位 も台 車 の ホイールの前 の バリヤ の 寸 法よ り も 大きくなってはならない 。 下部 の

後 部プ レ ー ト フ ラ ン ジと 台 車 の表 面 の 間に は 適 当な スペーサーを 用い る こ と に よ っ て、 取 付 ボルト

を締 めたときに後 部 プレートが 反 らないようにしなければならない 。  

3. 通 気 装 置  

3.1.  台 車と 通気装置 の 間 の境 界 は 、 中空 で な く、 剛性構造 で 、 平坦 であるものとする 。 通気装置は、

メーカーによって供 給さ れ る バリヤフェイスではなく台 車の 一 部 である。 通気装置の幾 何 学的特性
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は、 図 ９に 従 うものとする。  

3.2.  通 気 装 置の 取 付け 手 順  

3.2.1.  通 気装置 を 台車 の 前部 プレート に 取り 付 ける 。  

3.2.2.  通 気 装 置 と 台 車 表 面 の 間 の い ず れ の ポ イ ン ト に お い て も 厚 さ 0.5mmの ゲ ー ジ が 挿 入 で き な い

よ う に 確 保 す る 。 0.5 m mを 超 え る 隙 間 が あ る 場 合 は 、 通 気 枠 を 交 換 ま た は 調 節 し 、 取 り 付 け た と き

に 0.5mmを 超え る 隙間 がないようにする必要 がある 。  

3.2.3.  台 車 の前 部 から 通気装置を 取り 外 す。  

3.2.4.  台 車 の前部表面 に 厚さ 1.0mmの コ ル クの層 を 取り 付 ける 。  

3.2.5.  通 気 装置 を 台車 の 前部 に 再 び取 り 付け 、 空隙 が 生じ な い よ う に締 め付 け る。  

4. 静 的 試 験  

4.1.  加 工済 み ハ ニ カ ム コ ア の各 バ ッ チよ り 抽 出し た （ バッチ方 法に 基 づ く） １ つまたは複 数の サ ン

プル を 以下 の 試験手順に 従 って 試 験 するものとする。  

4.2.  静 的 試 験 に 用い る ア ル ミ ニ ウ ム 製ハ ニ カ ム ブ ロ ッ クの サ ン プ ル サ イ ズは 、 バリヤフェイス の 通

常 ブ ロ ッ クの サ イ ズ と す る 。 す な わ ち、 上 の 列 は 250mm×500mm×440mm 、 下 の 列 は 250mm×500mm×

500mmで あ る。  
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4.3.  サ ン プ ル は 、 ブロックの断 面 よ り少 なくとも 20mmは大 き い ２枚 の 平 行の ロ ー デ ィングプレート

の間 で 圧縮 すること。  

4.4.  圧 縮 速 度は 、 １分 あたり 100mmで 、許 容 差は ５ ％と す る。  

4.5.  静 的 圧 縮の データ の 取得 は 、 最低 ５ Hzで サンプリング す る。  

4.6.  静 的 試 験 は 、 ブ ロ ッ ク の 圧 縮 が ブ ロ ッ ク ４ ～ ６ で は 少 な く と も 300mm 、 ブ ロ ッ ク１ ～ ３ で は

350mmに な る ま で 続けるものとする 。  

5. 動 的 試 験  

  メ ー カ ー は 、 バ リ ヤ 表 面 を 100枚 生 産 す る た び に 、 後 述 す る 方 法 に 従 っ て 、 固 定 し た 剛 性 バリヤ

で支 えられたダイナモメーター の バリヤ に 対し て １回 の 動的試験を 実 施するものとする。  

5.1.  取付 け  

5.1.1.  試 験 場  

5.1.1.1. 試 験場 は 、 試験 に 必 要な 移 動 式 変 形バ リ ヤの 助 走 路、 剛 性 バリヤお よ び 技術機器を 収容 す

る だ け の 広 さ を も つ も の と す る 。 剛 性 バ リ ヤ の 前 方 少 な く と も ５ mに 相 当 す る 助 走 路 の 最 後 の 部分

は、 水 平で 平 たん 、 かつ 、 滑ら か で あ る こ と。  

5.1.2.  固 定 式 剛 性 バリヤおよびダイナモメーターの バリヤ  
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5.1.2.1. 剛 性 バ リ ヤ は 、 幅 ３ m以 上 、 高 さ 1.5m以 上 の 強 化 コ ン ク リ ー ト 製 の ブ ロ ッ ク で 構 成 す る も

のとする。 剛 性バ リ ヤの 厚 さは 、 重 量が 少 なくとも 70tに な る よ う な厚 み とする。  

5.1.2.2. 前 面は 、 垂 直で 、 助走路 の 軸 に対 し て 直 立し 、 ６ つの ロ ー ド セ ル プ レ ー ト を装 備 するもの

とする 。 各 ロードセルプレートは 、 衝突時 の 移動式変形バリヤフェイスの 該当 ブロック における 総

荷 重を 測 定 することができるものとする。 ロードセル衝 突プ レ ー トの 面 積 の中 心 は 、移動式変形 バ

リ ヤの 表 面 の６ つ の 衝突 ゾ ー ンの 中 心 と並 ぶ も の と す る 。ロードセルプレート の 端 部で は 隣 接す る

20mmの 領域内 に 障 害 物がないようにすることにより 、 移動式変形バリヤの 衝突時の 位置合わ せ公 差

内 で衝 突 ゾーン が 隣 接の 衝 突 プレートエリアに 接触 し ないようにするものとする。 セル の 取 付け お

よび プレートの表 面 は、 ISO 6487:1987規格 の 附則 に 記載 された 要 件に 従 うものとする。  

5.1.2.3. ト ラ ン ス デ ュ ー サの 反 応 を 低 下さ せ る こ と の な い よ う に、 ベ ニ ヤ 板 面（ 厚 さ： 12±１ mm）

で構 成 した 表面保護を各 ロードセルプレートに 追 加するものとする 。  

5.1.2.4. 剛 性 バリヤ は 、 地面 に 固 定す る か 、必 要 に 応 じて 変 位 を制 限 す る抑 制 装 置を 追 加 して 地 面

に 置く も の と す る 。 特性 が 異 なっていても 少 なくとも同 等の 確 実 性を 有 す る結 果 が 得ら れ る （ロ ー

ドセルが取 り 付けられる ） 剛性 バ リ ヤは 使 用してもよい。  

5.2.  移 動式変形 バリヤ の 推進  
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  衝突 の 瞬 間に は 、 移 動 式 変 形バ リ ヤ はどんな補足的な ステアリング 装 置 または推進装置の 動作 も

必 要としないものとする 。 ダイナモメーターの バリヤの 正面 に 垂 直の 進 路 上で 障 害 物に 達 するもの

とする。衝 突 時の 位置合 わせは 、 10 m m以 内 の精 度 であること 。  

5.3.  測 定 計 器  

5.3.1.  速 度  

  衝 突 速 度 は 、 3 5±0.5 k m / hと す る 。 衝突時 の 速 度 を記 録 す る 計 器は 、 0.1％ 以 内 の 精度 があるもの

とする。  

5.3.2.  荷 重  

 測 定 計 器は 、 ISO 6487:1987に 記載 さ れ た仕 様 に適 合 するものとする。  

 す べ て のブロック における CFC：  60Hz 

 ブ ロ ッ ク１ および ３ における CAC：  200kN 

 ブ ロ ッ ク４ 、 ５お よ び６ における CAC：  100kN 

 ブ ロ ッ ク２ における CAC：  200kN 

5.3.3.  加 速 度  

5.3.3.1. 縦 方向 の 加速度 は 、 台車上の ３つ の 独 立 した 位 置 で測 定 す る も の と す る 。 すなわち、中 央
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に１ 箇 所、 両 側に １ 箇所 ずつをいずれも 屈 曲し な い場 所 に配 置 する 。  

5.3.3.2. 中 央 の 加 速 度 計 は 、 移 動 式 変 形 バ リ ヤ の 重 心 の 位 置 か ら 500mm以 内 で 、 移 動 式 変 形 バ リ ヤ

の重 心 から ±10mm以内 の 垂直縦断面上に 配置 するものとする。  

5.3.3.3. 両 側 の 加 速度計は 、 互 い に±10mmの 範 囲で 同 一 の 高 さ で 、±20mmの 範 囲 で 移 動 式 変 形 バ リ

ヤの 正 面か ら 同一 の 距離 に 配置 するものとする 。  

5.3.3.4. 計器 は 、以 下 の仕 様 により ISO 648 7 : 1 9 8 7に 適 合するものとする 。  

 CFC 1,000Hz（ 積分前 ）  

 CAC 50g 

5.4.  バ リ ヤ の一般仕様  

5.4.1.  各 バリヤ の 個別特性は 、 1 .に適 合 するものとし、記 録 に残 すものとする。  

5.5.  バ リ ヤ フェイスの 一般仕 様  

5.5.1.  動 的 試 験 の要 件 に か か わ る バリヤフェイス の 適切性 は 、 ６つ の ロードセルプレートからの出

力がそれぞれ本別添記載 の 要件 に 適 合す る 信号 を 発生 したときに確 認 されるものとする。  

5.5.2.  バ リ ヤ フェイスは 、ス タ ン プ 、エッチング またはその他 の恒 久 的 な方 法 で 付け た 連 続の 通 し

番 号を 有 す る も の と し、 そ れ に よ っ て 個々 の ブロックの バッチおよび 製 造 日を 確 定 することができ



 16 

る も の とする。  

5.6.  デ ー タ 処 理手順  

5.6.1.  生 デ ー タ ： T＝ T 0の と き に 、 デ ー タ か ら 一 切 の オ フ セ ッ ト を 除 去 す る こ と 。 オ フ セ ッ ト を 除

去す る 方法 は 、試 験 レポートに 記 録 するものとする。  

5.6.2.  フ ィ ルタリング  

5.6.2.1. 生デ ー タは 、 処理 ／ 計算 の 前に フィルタリング す る。  

5.6.2.2. 積分 の た めの加速度計デ ー タは 、 CFC  1 8 0、 ISO 64 8 7 : 1 9 8 7に よ りフィルタリングする 。  

5.6.2.3. イ ン パ ル ス の 計 算 の た め の 加 速 度 計デ ー タ は 、 CF C  6 0、 ISO  6 4 8 7 : 1 9 8 7に よ り フ ィ ル タ リ

ング す る。  

5.6.2.4. ロ ードセルデータ は 、 CFC  6 0、 ISO 6487:1987に よ り フィルタリングす る 。  

5.6.3.  移 動 式 変形バリヤの前 面 変 位の 計 算  

5.6.3.1. す べ て の （ ３ つ の ） 加 速 度 計 か ら 個 別 に 得 ら れ た 加 速 度 計 デ ー タ （ CFC 180で フ ィ ル タ リ

ング し た後 ） は、 バリヤ の 変形要素の変 位 量を 得 るために２ 回積分 す る。  

5.6.3.2. 変位 の 初 期条件は 次 のとおりである。  

5.6.3.2.1.  速度 ＝ 衝 突速度（ 速 度 計 測 装 置に よ る）  
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5.6.3.2.2.  変位 ＝ ０  

5.6.3.3. 移 動 式変形 バ リ ヤの 左 側 、中 央 および 右 側 における変位量 を 時 間に 対 比 して プロット す る 。 

5.6.3.4. ３ つの 加速度計 の そ れ ぞ れ よ り 計算 さ れ た最 大 変 位は 、 10mm以 内 に 収まること 。 そうなら

な い場 合 は 、ア ウ ト ラ イ ア ー を除 去 し 、残 り の ２つ の 加速度計 に よ り計 算 された変 位の 差 が 10mm以

内に 収 まることを 確 認すること 。  

5.6.3.5. 左 側、 右 側 および中 央の 加 速 度 計に よ り 測定 さ れ た変 位 が 10mm以 内 に収 ま る場 合 、 ３つ の

加速度計の 平 均加速度を 使 用し て 、 バリヤ表面 の 変位量を計 算 すること。  

5.6.3.6. ２ つの 加速度計 の み に よ る 変 位 が 10mm以 内の 要 件 に適 合 す る場 合 、 これら２つ の 加速度計

の平均加速度を使 用 して 、 バリヤ表 面の 変位量 を 計算 すること。  

5.6.3.7. ３ つのすべての 加速度計 （ 左 側 、右 側 および 中 央 ）よ り 計 算 された変 位 量 が 10mm以 内の 要

件 に適 合 しない 場 合 、生 デ ー タを 見 直 して 、 このような大き な 偏 差の 原 因 を決 定 すること。 この 場

合 、個 々 の 試験機関は、 移動式変形バリヤ の 変 位を 決 定 するためにどの加速度計の データを 使用 す

べきか 、 あるいはいずれの加速度計の データも 使用 す る こ と が で き な い か を決 定 し 、い ず れ のデ ー

タ も使 用 することができない場合 は 認証試験をもう １ 度実施 しなければならない。 試験 レポート に

は完 全 な説 明 を記 載 すること。  
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5.6.3.8. 平 均 変 位 － 時間 デ ー タは 、 ロ ードセルの バリヤの 荷重 － 時 間デ ー タ と 組 み 合わ せ て 、各 ブ

ロックについての 荷 重－ 変 位の 結 果 を出 す 。  

5.6.4.  エ ネ ル ギ ー の計 算  

  各ブ ロ ッ クお よ び 移 動 式 変 形バ リ ヤ の前 面 全 体に お け る吸 収 エネルギー は、 バ リ ヤの ピ ー ク変 位

のポイント ま で計 算 すること。  

 

∫= 1

0

t 　

t 　 meannn dsFE ・  

 

 こ こ で 、  

 t 0は 、最 初 の接 触 の時 間 である。  

 t 1は 、台 車 が停 止 した （ すなわち u＝ 0） 時間 である 。  

 sは 、 5.6. 3 .に 従 って 計 算さ れ た台 車 の 変形要素の 変位量 である 。  

5.6.5.  動 的 な力 の データの確 認  

5.6. 5 . 1 .  接 触 時 間 中 の 力 の 合 計 の 積 分 に よ り 計 算 し た 総 イ ン パ ル ス （ I） を 同 時 間 中 の 運 動 量 の 変
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化（ M*Δ V）と 比 較す る 。  

5.6.5.2. 以 下の 式 に 示す と お り、 総 エ ネ ル ギ ーの 変化 を 移動式変形 バリヤの 運 動 エネルギー の変 化

と比 較 する 。  

 

2

iK
MV2

1E =  

 

 こ こ で 、 V iは衝突速度 であり 、 Mは 移 動 式 変 形バ リ ヤの 質量合計である。  

 運動量 の 変 化 （ M*Δ V）が ±５％ の 範 囲 で 総イ ン パ ル ス（ I）に 一 致 し な い 場合 、 ま た は吸 収 された

総 エ ネ ル ギ ー （ Σ E n） が ±５ ％ の 範 囲 で 運 動 エ ネ ル ギ ー（ E k） に 一 致 し な い 場 合 、 試 験 デ ー タ を見

直し て 、こ の 誤差 の 原因 を 決定 す る 。  



 20 

バ リ ヤ フェイスの 設 計  

すべての寸 法は mm単 位で あ る 。切 断 し たア ル ミ ニ ウ ム 製 ハニカムブロックの測 定 の 難し さ を 考慮

し て、 ブロック の 寸 法に は 公 差が あ る 。バ リ ヤ フ ェ イ ス の全 体 寸 法の 公 差 は個 々 の ブロックの公 差

よりも 小 さいが 、 これは ハニカムブロック を 必 要に 応 じ て重 ね 合 わせて調 節す る こ と に よ っ て、 衝

突面 の 寸法 をより 厳 密に 定 義することができるためである。  

 

図１  
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図２  
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図３  ア ル ミニウム製ハニカムブロック の 向き  
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バ リ ア フ ェ イ ス の 上 部  
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図４  ア ル ミニウム製ハ ニ カ ム セ ル の寸 法  
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図５  後部 プ レートの設 計  

正面図  
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図６  後部 プ レートの通 気 装 置 及 び 台車 の 前部 プレートへの 取 付け  

側面図  
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図７  後部 プ レートの通 気 穴の 千 鳥 型 配 列  
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図８  上部 および 下 部の 後 部プレートフランジ  
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注 ：下 の フランジの 取付穴は 、下 図 に 示す と お り、 取 付 けやすくなるように、 下 向 きに 開 い たス ロ ッ

ト 型と し て も よ い 。 ただし、 衝突試験 の全 体 で 外れることがな いように 十 分な 保 持 力が 得 られるこ

と。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９  通 気 枠  

通気装置は 、厚 さ ５ mm、 幅 20 m mの プレート を 使 った 構 造 である。 垂 直プレート の み に９ つ の ８ mm

の穴 を 空け 、 空気 が 水平 に 循環 できるようにする。  

 150 ± 1mm    600 ± 1mm    600 ± 1mm 

台車側 
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28 ± 1mm
R 5mm 

下部 



 29 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2つのプレートの
間は50mm

5 mm

∅ 8 mm

厚さ：20mm

M8ネジで台車に装置を
固定するプレート
（50*50*4mm）

500 ± 2.5 mm

1500 ± 2.5 mm

250 mm

正面図

断面
垂直支柱の側面図

側面図

250 mm 250 mm 250 mm 250 mm

2つのプレートの
間は50mm

5 mm

∅ 8 mm

厚さ：20mm

M8ネジで台車に装置を
固定するプレート
（50*50*4mm）

500 ± 2.5 mm

1500 ± 2.5 mm

250 mm

正面図

断面
垂直支柱の側面図

側面図

250 mm 250 mm 250 mm 250 mm



 30 

別紙 ３  ―  付録 １  

静的試験における 荷 重－ 変位曲線  

 

ブ ロ ッ ク１ および ３  

図 1a  
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ブ ロ ッ ク２  

図 1b  
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ブ ロ ッ ク４  

図 1c  
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ブ ロ ッ ク５ および ６  

図 1d  
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別紙 ３  ―  付録 ２  

動的試験における 荷 重－ 変位曲線  

 

ブロック１ および ３  

図 2a  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

20

40

60

0 10 20 30 40

変位（ｃｍ）

荷
重
（
ｋ
Ｎ
）

3

43

58

30

10



 35 

ブ ロ ッ ク２  

図 2b  
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ブ ロ ッ ク４  

図 2c  
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ブ ロ ッ ク５ 、 ６  

図 2d  
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全ブロック  

図 2e  
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附  則  

（ 経 過 措 置 ）  

平 成 十 六 年 七 月 十 五 日 以 前 に 道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 二 第

一 項 の 規 定 に 基 づ く 装 置 の 型 式 の 指 定 を 行 う 場 合 に あ っ て は 、 こ の 告 示 に よ る 改 正 後 の 道 路 運 送 車 両

の 保 安 基 準 の 細 目 を 定 め る 告 示 別 添 二 十 四 の 規 定 に か か わ ら ず 、 な お 従 前 の 例 に よ る こ と が で き る 。  


